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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
３
２
７
Ｅ

【
作
者
名
】

　
一
筆

【
あ
ら
す
じ
】

　
小
説
と
い
う
よ
り
も
小
話
で
す
。
物
語
と
い
う
よ
り
も
詩
に
近
い
で
す
。
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Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

　
　
　
　
　
＆

　
　
　
　
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
 

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

　
桜
が
咲
い
て
い
た
。
だ
が
其
の
桜
の
木
に
は
、
此
れ
以
上
自
分
を
飾
る
術
な

ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今
は
直
、
下
か
ら
順
に
、
桜
色
が
緑
色
に
移
り
変
わ

る
の
を
待
つ
だ
け
だ
っ
た
。

　
だ
ん
だ
ん
緑
色
に
染
ま
っ
て
い
く
桜
だ
が
、
未
だ
桜
の
花
弁
を
残
す
枝
も
在

っ
た
。
其
の
花
弁
た
ち
は
、
健
気
に
も
華
や
か
に
最
期
を
誇
っ
て
い
た
。

　
華
奢
な
体
質
の
外
見
を
包
む
、
薄
さ
を
重
ね
て
濃
く
な
っ
た
装
束
―
―

　
短
い
命
の
中
、
自
分
を
誇
る
よ
う
に
。

　
短
い
体
の
中
、
自
分
を
励
ま
す
よ
う
に
。

　
短
い
時
の
中
、
凛
と
佇
む
よ
う
に
。

　
ま
る
で
、
人
間
の
小
さ
さ
を
表
す
よ
う
に
―
―

　
然
し
て
又
、
来
年
も
其
の
記
憶
を
辿
る
の
だ
っ
た
。

　
　
　
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

　
　
　
　
　
＆

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
 

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

　
教
室
は
、
授
業
が
終
わ
っ
て
暫
く
す
る
と
静
か
に
な
っ
た
。
教
室
の
片
隅
に

は
、
瓶
に
花
が
飾
っ
て
在
っ
た
。
彼
女
を
思
わ
せ
る
一
輪
。

　
花
に
近
付
き
、
弁
に
触
れ
た
。
抵
抗
が
な
い
ほ
ど
の
軽
さ
に
無
力
感
を
覚
え

た
。
花
瓶
の
置
か
れ
て
い
る
机
の
椅
子
に
腰
掛
け
、
目
を
瞑
っ
た
。
机
に
座
っ
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て
い
た
彼
女
の
こ
と
が
、
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

　
背
後
に
人
の
気
配
。
振
り
向
い
て
み
た
が
、
誰
も
い
な
か
っ
た
。
夏
の
昼
下

が
り
。
蝉
の
鳴
き
声
が
、
世
界
を
静
か
に
切
な
く
物
語
っ
た
。

　
校
舎
内
は
活
気
を
喪
失
し
た
ま
ま
佇
ん
で
い
た
。
無
に
な
っ
た
彼
女
を
惜
し

む
よ
う
に
…
…
消
え
た
彼
女
を
静
か
に
見
送
る
よ
う
に
…
…
。

　
花
に
目
を
戻
し
、
其
の
姿
を
眺
め
た
。
一
本
の
花
弁
が
、
風
で
舞
っ
た
。
温

も
り
が
、
包
ん
だ
。

　
　
　
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

　
　
　
　
　
＆

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
 

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

　
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
…
…
。

　
木
の
葉
が
擦
れ
た
。
地
面
と
擦
れ
た
。

　
サ
ラ
サ
ラ
サ
ラ
…
…
。

　
木
の
葉
が
擦
れ
た
。
砂
と
擦
れ
た
。

　
パ
シ
ャ
ッ
！

　
カ
メ
ラ
の
音
。
地
を
這
う
枯
れ
葉
に
向
け
ら
れ
た
、
存
在
の
抱
擁
。
其
処
に

い
た
、
確
か
な
証
拠
。

　
少
女
は
無
言
で
頬
笑
み
、
枯
れ
葉
を
両
手
で
包
ん
だ
。
目
を
閉
じ
て
、
抱
く

よ
う
に
丸
く
な
っ
た
。

　
道
端
に
落
ち
葉
の
山
。
少
女
は
立
ち
上
が
り
、
落
ち
葉
の
山
へ
倒
れ
込
ん
だ
。

辺
り
に
人
は
い
な
か
っ
た
。

　
少
女
は
詠
っ
た
。
少
女
の
歌
声
は
、
木
々
の
あ
い
だ
を
響
き
過
ぎ
去
っ
て
い

っ
た
。
枝
同
士
が
重
な
り
合
い
、
ド
ー
ム
を
形
作
っ
て
い
る
中
、
少
女
の
声
が
、

少
女
の
想
い
が
寂
し
く
響
い
た
。

　
落
ち
葉
が
少
女
を
包
ん
で
い
た
。
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Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

　
　
　
　
　
＆

　
　
　
　
　
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
 

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

　
決
し
て
掴
め
な
い
花
。

　
決
し
て
触
れ
ら
れ
な
い
存
在
。

　
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
存
在
は
感
じ
取
れ
た
。

　
少
女
が
天
へ
と
手
を
伸
ば
し
た
。

　
風
に
吹
か
れ
乍
、
花
は
少
女
の
手
に
舞
い
降
り
た
。
途
端
に
姿
を
消
し
、
跡

に
は
存
在
を
感
じ
た
。
変
化
し
易
い
体
で
舞
い
散
り
、
世
界
を
魅
了
さ
せ
た
。

　
こ
ん
な
処
で
は
、
一
塊
に
は
成
れ
な
か
っ
た
。
何
時
ま
で
も
、
弧
を
描
い
た
。

孤
独
を
描
い
た
。
此
の
花
の
よ
う
に
、
少
女
は
儚
か
っ
た
。
悲
し
げ
に
、
楽
し

げ
に
。
虚
げ
に
、
誇
ら
し
げ
に
。

　
パ
シ
ャ
ッ
！

　
伸
ば
し
た
手
の
先
に
握
る
カ
メ
ラ
が
、
舞
い
散
る
其
ら
を
と
ら
え
た
。

　
小
雪
ま
み
れ
の
少
女
が
、
微
笑
し
な
が
ら
詠
っ
た
。

　
少
女
が
、
奏
で
た
。
悲
し
げ
な
旋
律
を
、
奏
で
た
。

　
そ
れ
で
も
屹
度
、

　
悲
し
く
て
も
屹
度
、

　
淋
し
く
て
も
屹
度
、

　
何
時
か
は
屹
度
、

　
笑
え
る
筈
さ
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｄ
 

Ｏ
Ｆ
 

Ｔ
Ｈ
Ｅ
 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

　
　
Ｂ
Ｕ
Ｔ
 

Ｎ
Ｏ
Ｔ
 

Ｅ
Ｎ
Ｄ
 

Ｏ
Ｆ
 

Ａ
 

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｅ

　
　
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
 

Ｔ
Ｈ
Ｅ
 

Ａ
Ｎ
Ｙ
 

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｅ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n0327e/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n0327e/

